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今 回２７年９月に関東・東
北 豪 雨 災 害がありまし

た。災害に遭われた方々に対し、
「募金をみんなで集めて少しで
も役立ててもらおう」と行動を起
こしてくれた、清水安子さんをご

紹介したいと思います。
葛目：まず始めに、今回、義
援金を送ろうと思ったきっか
けは何だったのでしょうか。
清水：テレビのニュースで、
茨城県で大雨が降って鬼怒川

の堤防が壊れ、川の水があふ
れて家や車が流されていると
ころを見た。人が亡くなった
り、屋根の上の人や犬を自衛
隊のヘリコプターで助けてい
るのをずーっと見よった。わ

たしも「高知豪雨」の時、大
津に住んでいてホームが床上
浸水して、すごく怖かったこ
とを思い出し、みんな困った
り怖い思いをしてるんだろう
なと思うた。その時、「困った
ときは助け合わんといかん。
私らあで何かできる事はない
やろか。募金とかはできんろ
うか…グループホームのみん
なに声をかけたら嫌な人もお
るかもしれんけんど、協力し
てくれる人もおるかもしれん」
と思うたことがきっかけやっ
た。
葛目：その後、どうしましたか。
清水：支援員の葛目さんに相
談しました。
　まず、募金をお願いするポ
スターを書いて、ホームに貼っ
てもらい、ハッピースマイル
会のみんなに見てもらうよう
にした。お願いする手紙の内
容は、

ライフサポート「中村」は、
障害のある人たちが安心

して日常生活を送ることができる
ように、１１のグループホームを
運営しております。現在６１名の
方がそれぞれに就労し、自分の
希望を持って、社会人として生
活しています。その基礎となった
のが、特別支援学校を卒業した
後の生活の場と、仕事を切望し
た保護者の直向きな活動により、
昭和58年に働く障害者の生活の
場として「中村通勤寮」が開設
されました。そして就労の場とし
て多機能事業所「アオ」の運
営へと繋がってきました。障害が
あっても働きたい、社会の中で
生活をしたいと願う障害のある人

の思いを受けて、グループホー
ムを増設していきました。借家探
しを行いましたが、知的障害者
への理解が不十分で、なかなか
恵まれた条件の借家に辿り着くこ
とは大変なことでした。そんな中
でも理解ある大家さんとの出会い
もあり、平成２６年４月の時点で
は１０ホームに６４人の方が、一
般就労とＢ型就労とで仕事をし、
それぞれに日常生活を送ってお
りました。しかしプライバシーが
保たれた快適な住環境とはいえ
ませんでした。また最大の課題
は、予測される南海トラフ地震
への備えでした。利用者５人が
生活し、共有スペースがある大
きな借家は古くて、新耐震基準

を満たしておらず
対策が急がれまし
た。そこで、職員
間で議論を重ねて
空き家探しを行い、
一軒ごとに直接交
渉を行いましたが、
条件を満たす物件
には出合えません

でした。障害者のグループホー
ムということもあり、なかなか見つ
かりませんでした。
　そんな中で、鉄骨倉庫の借
り手を探している方と出会い、
骨組みを残して、独立した５
部屋と台所、風呂、トイレ等
の共有スペースがある住宅に
改装してくれるように依頼し
たところ、快く承諾してくれ、
２軒の新築同様のホームが完
成しました。また、新耐震基
準を満たしていない大きな住
宅が見つかり、補強工事後借
りることができました。各職
員が意識をもって行動したこ
とで、住環境は大幅に改善さ
れ、利用者も新しいホームで
の生活を喜んでくれました。
　もう一つの大きな課題は利
用者の高齢化の問題にどう対
処していくかでした。高齢の
利用者が安全で安心した暮ら
しを送るには平屋でバリアフ
リーのグループホームがどう
しても必要だと考えました。
色々と手を尽くし、大工さん

を紹介してもらいました。思
いを伝え、平屋の住宅を建て
て貸してほしいと交渉したの
ですが、平屋の住宅は２階建
て住宅に比べて土地が２倍必
要で、さらに屋根も２倍、ま
して８部屋の個室のホームは
とても採算が取れないといわ
れ、一時は諦めかけました。
　しかし諦めきれず、交渉を
する内に、そこまで言うなら
何とか考えようと快諾して下
さり、あとはトントン拍子に
進みました。平成 27 年 11 月
に平屋でバリアフリーの、木
をふんだんに使った、日当た
りの良い、庭のある新築の住
宅が完成。中村第１ホームと
して開設しました。現在は女
性４名、男性３名が生活して
おり、残りの１部屋は夜間支
援員の待機部屋として使用し
ています。

　利用者からは、「明るくて気
持ちが良い」、「庭の花壇で花
を育てたい」、「風呂が広くて
いい」、「木の家は落ち着く」、

「『アオ』が近く、歩いて行ける」
などと大変好評です。
　これで各グループホームの
耐震対策は完了し、また住環
境も飛躍的に向上し、安全の
確保はできましたが、利用者
一人ひとりが安心して日常生
活を送り、その人らしく過ご
すためには、何よりも職員の
支える力がとても重要になっ
てきます。職員自らが日々充
実した生活を送り、利用者に
丁寧に寄り添うことで、より
深い信頼関係を築くことが必
要と考えます。

　　ライフサポート「中村」　
小　島　文　雄

　　　安全で安心した
　　　　　暮らしのために
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中村第１ホーム

皆で囲む食卓風景、住み心地は最高です

手紙を書き、 声を上げて下さった清水安子さん



　葛目さんがポスターの大枠
を作ってくれたので、それに
貼って各ホームへ配り、ハッ
ピースマイル会の忘年会の時
にもう一度、みんなに話をして
募金してもらうことにしました。
葛目：募金は集まると思いま
したか？
清水：自分では１万円くらい
は集まるかなと思いよったけ
ど、１万６千円も集まったこ
とを聞いて、とってもうれし
かった。
葛目：募金はどんな事に使っ
てもらいたいですか？
清水：お家を建ててもらった
り、車を買うゆうてもなかな

かやき、困っている人に食べ
る物とか、お布団とか贈れた
らいいね。いろいろ流された
き、買い物してもらいたい。
葛目：募金を送った後にお礼の
手紙がくると思いましたか？
清水：手紙が来ると思わんかった。
葛目：私も募金してお礼状が
来るとは思っていなかったの
でびっくりしました。送った
先の人もうれしかったのだと
思います。
清水：今もその手紙は大事に
ベットの所において毎日見よ
る。大事にしゆう。
葛目：今回、募金をしてどう
でしたか？

清水：私らも地震とかなんか
のときには助けてもらわんと
困るし、こういう活動が全国
に広がったらええのにね。
葛目：お金で助けられる人も
いるし、現場自体を動かして
助ける人もいれば、現地の物
を買って助ける人もいる。人
それぞれの方法はありますが、
今回、清水さんは募金という
形で応援したいなと思ったの
ですね。
　災害に備えていることはあ
りますか？

清水：体重を減らすこと。
葛目：それはどうしてですか？
清水：ヘリコプターに助けて
もらう時、あまり重かったら
助けてもらえんかもしれん。
ヘリコプターも痩せてる人か
ら助けるかもしれんき。
　他に避難グッズは重いき、
準備し直さないかん。避難訓
練や話し合いもホームのみん
なとやっていかないかんね。
自分の命は自分で守らないか
んきね。
葛目：いろいろお話ありがと

うございました。
清水：ありがとうございました。

・
　今回清水さんからの、災害
にあたって「なにかできる事
はないか」という呼びかけか
ら始まり、ホームのみんなに
協力を仰ぐことにしました。
被災地への思いを伝えるため、
こういった手紙を一人で書く
事などなかった清水さんが、
長時間机に向かって手紙を書
きあげました。現地の皆さん
に伝えたい思いにあふれた手
紙は、事務局へ募金と共に送
りました。清水さんたちホー
ムの皆さんの復興への祈りが
届きますように。

インタビュアー
　地域活動支援センター南国

　葛　目　博　子
ライフサポート大津

樋　口　亘　亮
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夜の 8 時「火の用心 ！ 」と
拍子木を叩きながら、大

人と子どもが一緒に地域を回りま
す。南国市陣山地区は、荒神
様や辻参りなど、昔からの風習
が脈 と々伝えられている地域で
す。
　東日本大震災、熊本地震が
発生し、南海地震が発生する
確率は、今後30年間で 60％以
上といわれています。そこで
地域と合同での防災訓練や行
事への参加など、日頃から施
設が立地する地域社会と交流
を図り、いざというときに協
力が得られる体制が求められ
ています。
　百聞は一見に如かず。東日
本大震災が発生して 2 年半が
経過した平成 25 年 10 月に、

宮城県石巻市に視察に行きま
した。施設の職員さんより、

「暑い高知県なら、夏の 5 日
間、ライフラインがない状態
で生活してみると、必要なも
のが分かるよ」「発災時は、
施設に人が押し寄せてくる」

「家族を亡くした。自宅を失っ
た。休憩時間に家族の捜索や
自宅に戻った。亡くなられた
家族がいる職員と一緒に勤務
することが辛かった」と厳し
い話がありました。でも笑顔
で「いっぱい勉強して帰って
ね」と声をかけてくれました。
　被災したこともボランティ
ア経験もない私が、これから
のためにできることは何か？
　平成24年４月、地域の方と
災害時緊急避難場所としての

協定を結ぶと同時
に、南国市・香美
市・香南市・大豊
町における広域福
祉避難所としての
協 定 を 結 び ま し
た。地域の防災会
では、毎年秋頃に
要援護者の避難や
炊き出しなどの訓

練を行い、夏と冬には、火の
用心活動などを行ってきまし
た。また農業用水路の清掃な
ど地域行事にも参加してきま
した。
　平成 27 年 12 月には、広域
福祉避難所設置運営訓練を実
施しました。16 団体、30 名ほ
どの関係機関の参加に加え、
利用者と地域の方 40 数名の参
加がありました。地域の方と
一緒に、段ボールで生活空間
や簡易トイレの設営を行い、
利用者と地域の方が一斉に避
難してきたことを想定して、
受付や誘導を行いました。地
域の総代や役員の方は、日頃
から住民との間で事故が起き
た時に仲介をしてくださった
り、歩行コースが工事の際に
は業者に連絡をして理解に努
めてくれています。
 「短い期間でここまでのこと
ができるようになるには、か
なり地域に入っていったね」、
といわれることがあります。
　確かに、移転した当初は、
どうしたら地域に受け入れて
もらえるだろうか、地域と施
設職員・利用者が合同で何か

できないか、と思った時もあ
りました。しかし、何か効果
を期待して行った行動はうま
くいかず、長続きしません。
自分はこんなに頑張っている
のに、と負の感情さえ沸いて
いました。相手に何かしても
らおうという打算的な考え方
だから駄目でした。それより、
草刈りで一緒に汗を流す、パ
ンジーを頂いたら大事に育て
るなど、相手の顔が浮かんで
何かできないかという気持ち
で行動する方が、結果的に嬉
しい提案や協力を得ることが
でき、長続きしました。行っ
てみる・話してみる・一緒に
行動してみる、その日常生活
の中に、地域の方と防災活動
を行ってきた理由があるよう
に思います。
　今年で 12 年目を迎える火の
用心活動。かつて保育園児だっ
た子どもが、今は中学生とな

り、保育園児の手を引いて暗
い夜道を廻ります。その笑顔
からは、形だけではなく心のつ
ながりも引き継がれているよう
に感じます。寄り合いでは「あ
の家には年寄りがおる」、「この
堰から水が陣山に流れる」な
ど、マニュアルには書いてい
ない情報が入ってきます。
　県では、社会福祉施設防災
対策指針を定め、ＢＣＰ（事
業継続計画）や防災マニュア
ルの作成を施設に指導してい
ます。備えるべきモノを用意
することは大切な役割ですが、
地域の方と一緒に体験するこ
と、そして体験を通して自然
に湧いてくる気持ちを大事に、
できることを直向きに続けて
いこうと思います。

多機能事業所
　ウィッシュかがみの
　　　　　藤　澤　公　寛

　　　地域で行う防災活動

地域の皆さんと共に行う避難訓練

炊き出し訓練の様子

　こずい（こうずい）にあわで（あわれて）たいへんでし
た。から（からだ）にきをつけてくたさいね。いえがなが
されてびくり（びっくり）しましたけれど、みんなであるい
（あかるい）まちをつて（つくって）くださいね。みんなで
がんばりましょう。たいへんなことがありますけでど（けれ
ど）、のりこえてくださいね。おえん（おうえん）しています。

しみず　やすこ  さま
こんにちは
いばらぎけんでおきたすいがいに、とおくからぎえんきんを
おくっていただき、ありがとうございました。
すいがいにあったひとたちも、ぜんこくからおうえ
んをうけて、いっしょうけんめいがんばっています。
みなさまも、おからだにきをつけて、まいにちげんきにすご
してください。
ほんとうにありがとうございました。

いばらぎけんきょうどうぼきんかい
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機関紙「わだち 轍」に関するご意見・
ご感想などございましたら、下記連絡先
までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の機関紙
づくりの参考とさせていただきたいと思
います。

社会福祉法人 高知県知的障害者育成会
TEL 088-855-3717
FAX 088-855-6181

ご意見・ご感想

平成27年度

社会福祉法人 高知県知的障害者育成会 決算書


